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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ス ナ ゴ ケ 成 苗 が 敷 設 さ れ た 表 層 部 と 、 成 長 と と も に 伸 長 す る 前 記 ス ナ ゴ ケ 成 苗 の 仮 根 を 挿  
入 さ せ る 内 層 部 と を 有 す る 本 体 部 と 、
前 記 本 体 部 の 内 層 部 の 下 端 面 と 接 す る よ う に 配 設 さ れ る 非 粘 着 性 の 保 持 部 材 と を 備 え 、
前 記 内 層 部 は 、 内 部 に 前 記 仮 根 の 太 さ 寸 法 と 同 等 以 上 の 開 口 寸 法 の 空 隙 を 有 し て 前 記 仮 根  
を 挿 入 さ せ る 網 目 構 造 を 備 え 、
前 記 空 隙 は 、 当 該 空 隙 内 に 挿 入 さ れ た 仮 根 が 前 記 内 層 部 の 下 端 面 か ら 突 出 す る よ う に 、 上  
下 端 面 間 で 連 通 さ せ 、
前 記 内 層 部 の 下 端 面 か ら 突 き 出 た 仮 根 の 先 端 を 、 非 粘 着 状 態 の 前 記 内 層 部 と 前 記 保 持 部 材  
の 間 に 回 り 込 ま せ て 挟 持 す る こ と を 特 徴 と す る 植 生 シ ー ト 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の 植 生 シ ー ト で あ っ て 、
前 記 表 層 部 に 敷 設 さ れ る ス ナ ゴ ケ 成 苗 の 量 は 、 １ ５ ０ な い し １ ８ ０ ｇ ／ ｍ ２ で あ る こ と を  
特 徴 と す る 植 生 シ ー ト 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 植 生 シ ー ト で あ っ て 、
前 記 保 持 部 材 は 、 前 記 ス ナ ゴ ケ 成 苗 の 仮 根 が 入 り 込 ま な い 細 か い 目 の 不 織 布 で あ る こ と を  
特 徴 と す る 植 生 シ ー ト 。
【 請 求 項 ４ 】

請求項の数　6　（全9頁）
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請 求 項 １ ま た は ２ ま た は ３ に 記 載 の 植 生 シ ー ト で あ っ て 、
前 記 保 持 部 材 は 、 内 部 に 水 分 を 貯 蔵 す る 湿 潤 部 材 で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 植 生  
シ ー ト 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ 乃 至 ４ の 内 の い ず れ か に 記 載 の 植 生 シ ー ト で あ っ て 、
前 記 表 層 部 は 、 前 記 内 層 部 を 構 成 す る 繊 維 の 表 面 の 起 毛 部 分 に よ っ て 構 成 さ れ て い る こ と  
を 特 徴 と す る 植 生 シ ー ト 。
【 請 求 項 ６ 】
請 求 項 １ 乃 至 ５ の 内 の い ず れ か に 記 載 の 植 生 シ ー ト で あ っ て 、
前 記 内 層 部 は 、 ポ リ エ ス テ ル 製 ま た は ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 の 繊 維 か ら な る 不 織 布 に よ っ て 形  
成 さ れ て い る 植 生 シ ー ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
本 発 明 は 、 ス ナ ゴ ケ （ Ｒ ａ ｃ ｏ ｍ ｉ ｔ ｒ ｉ ｕ ｍ   Ｃ ａ ｎ ｅ ｓ ｃ ｅ ｎ ｓ ） を 植 生 す る た め の  
シ ー ト 、 よ り 具 体 的 に は 、 ス ナ ゴ ケ を 安 定 し た 状 態 で 栽 培 し 、 ま た 、 ス ナ ゴ ケ の 維 持 管 理  
が 図 れ 、 さ ら に 運 搬 の 際 に も そ の ま ま 使 用 で き る ス ナ ゴ ケ 用 の 植 生 シ ー ト に 関 す る も の で  
あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
都 市 部 に お け る ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 化 の 問 題 を 解 決 す る こ と は 、 地 球 温 暖 化 対 策 の 観 点 か ら  
早 急 に 解 決 し な け れ ば な ら な い 重 要 な 課 題 の 一 つ で あ る 。 こ の 問 題 を 解 決 す る 手 段 と し て  
、 ス ナ ゴ ケ を 用 い た 緑 化 が 近 年 注 目 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
ス ナ ゴ ケ は 、 熱 や 乾 燥 に 強 く 、 過 酷 な 環 境 下 で も 比 較 的 安 定 し た 状 態 で 栽 培 す る こ と が で  
き る た め 、 ヒ ー ト ア イ ラ ン ド 化 し た 都 市 部 の 緑 化 に 適 し た 植 物 と い え る 。 ま た 、 ス ナ ゴ ケ  
を 用 い た 緑 化 は 、 住 民 に 潤 い や 安 ら ぎ を 与 え 、 さ ら に は 、 異 常 気 象 を 誘 発 す る 二 酸 化 炭 素  
お よ び 大 気 汚 染 物 質 で あ る 重 金 属 類 を 吸 収 す る 効 果 や 、 断 熱 作 用 に よ る 空 調 等 の エ ネ ル ギ  
－ 消 費 の 削 減 効 果 等 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 来 の ス ナ ゴ ケ を 用 い た 緑 化 事 業 に お い て は 、 ス ナ ゴ ケ の 栽 培 お よ び 供 給 に 関 し て 、 季 節  
変 動 の 激 し い 山 野 か ら の 採 取 や 広 大 な 圃 場 で の 長 期 栽 培 （ 通 常 ２ ～ ３ 年 程 度 ） に 依 存 し て  
い る の が 現 状 で あ る 。 こ の た め 、 ス ナ ゴ ケ の 安 定 的 供 給 お よ び 低 価 格 化 が 困 難 と い っ た 問  
題 や 、 天 然 資 源 の 枯 渇 と い っ た 問 題 を 抱 え 、 結 果 と し て 、 ス ナ ゴ ケ を 用 い た 緑 化 事 業 の 拡  
大 は 難 し い 状 況 に 置 か れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
ま た 、 緑 化 用 に 供 さ れ た ス ナ ゴ ケ は 、 一 般 的 に 砂 や そ れ に 類 す る 土 壌 、 植 物 性 繊 維 な ど を  
基 盤 に し て 栽 培 さ れ る こ と か ら 、 専 門 的 な 知 識 を 有 す る 者 に よ っ て 適 正 に 維 持 管 理 （ 特 に  
潅 水 管 理 ） さ れ る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 専 門 知 識 を 有 し な い 一 般 消 費 者 に よ っ て 不 適 切  
な 維 持 管 理 が な さ れ る こ と で 、 緑 化 用 に 供 さ れ た ス ナ ゴ ケ の 美 観 が 悪 化 す る と い っ た こ と  
が 問 題 と な る 。 ま た 、 土 壌 等 を 含 む ス ナ ゴ ケ を 海 外 輸 出 す る こ と は 、 法 律 上 厳 格 に 規 制 さ  
れ て い る こ と か ら 、 ス ナ ゴ ケ を 用 い た 製 品 市 場 は 、 ほ ぼ 国 内 の み に 限 定 さ れ 、 さ ら に 、 栽  
培 後 の ス ナ ゴ ケ を 直 接 土 壌 に 貼 り 付 け る 造 園 ・ 盆 栽 と い っ た 限 ら れ た 用 途 に し か 利 用 す る  
こ と が で き ず 、 小 規 模 な エ ク ス テ リ ア や イ ン テ リ ア 分 野 で の 活 用 と い っ た 新 た な 市 場 開 拓  
が 困 難 で あ る と い っ た 問 題 を 抱 え る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
前 記 問 題 を 解 決 す る た め の 技 術 と し て 、 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 植 生 シ ー ト が あ る 。  
こ の 植 生 シ ー ト は 、 不 織 布 か ら な る シ ー ト 層 と 、 こ の シ ー ト 層 の 上 方 に 位 置 す る ス ナ ゴ ケ  
層 と か ら な る 。 ス ナ ゴ ケ 層 は ス ナ ゴ ケ 成 苗 が 敷 設 さ れ る 。 シ ー ト 層 を 形 成 す る 不 織 布 は 、  
ス ナ ゴ ケ の 仮 根 と の 親 和 性 と 吸 水 量 ・ 保 水 量 ・ 透 水 性 ・ 耐 久 性 の 面 で 優 れ る ポ リ エ ス テ ル  
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ま た は ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 で あ る 。 こ の よ う な 構 成 の 植 生 シ ー ト に お い て は 、 シ ー ト 層 の 表  
面 に 起 毛 し た 繊 維 と ス ナ ゴ ケ の 仮 根 と が 絡 み 合 っ て 結 合 す る こ と で 、 安 定 的 か つ 低 コ ス ト  
で ス ナ ゴ ケ を 生 育 す る こ と が で き る 。 ま た 、 基 盤 と し て 土 壌 等 を 用 い る こ と な く ス ナ ゴ ケ  
を 生 育 す る こ と が で き る の で 、 海 外 へ の 輸 出 も 可 能 と な る 。 さ ら に 、 所 定 の 大 き さ の シ ー  
ト 上 に ス ナ ゴ ケ が 植 生 さ れ て い る の で 、 土 壌 等 へ の 固 定 も 容 易 と な り 、 ま た 、 小 規 模 な エ  
ク ス テ リ ア や イ ン テ リ ア 分 野 で の 活 用 も 可 能 に な る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 文 献 】 特 許 第 ６ ４ ０ ３ ０ ７ ８ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
特 許 文 献 １ に 記 載 の 植 生 シ ー ト は 、 前 述 し た よ う に 、 シ ー ト 層 の 表 面 に 起 毛 し た 繊 維 と ス  
ナ ゴ ケ の 仮 根 と が 絡 み 合 っ て 結 合 す る だ け の 構 造 で あ る こ と か ら 、 シ ー ト 層 と ス ナ ゴ ケ の  
仮 根 と の 結 合 力 が 必 ず し も 十 分 で な く 、 こ の た め 比 較 的 平 坦 で 強 風 や 雨 が あ た ら な い 場 所  
で の 栽 培 に は 適 す る も の の 、 急 斜 面 や 、 強 風 ま た は 雨 の あ た る 過 酷 な 環 境 下 で は 、 ス ナ ゴ  
ケ が 植 生 シ ー ト か ら 剥 が れ て 滑 り 落 ち る な ど し 、 安 定 し た 栽 培 が 困 難 で あ る と い っ た 問 題  
を 抱 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は 、 前 記 問 題 に 鑑 み 創 作 さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 ス ナ ゴ ケ の シ ー ト へ の 結  
合 力 を 向 上 さ せ る こ と で 、 急 斜 面 や 、 強 風 ま た は 雨 の あ た る 過 酷 な 環 境 下 に お い て も 、 安  
定 し た 状 態 で ス ナ ゴ ケ を 栽 培 す る こ と の で き る 植 生 シ ー ト を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 に か か る 植 生 シ ー ト は 、 ス ナ ゴ ケ 成 苗 が 敷 設 さ れ た 表 層 部 と 、 成 長 と と も に 伸 長 す  
る 前 記 ス ナ ゴ ケ 成 苗 の 仮 根 を 挿 入 さ せ る 内 層 部 と を 有 す る 本 体 部 と 、 前 記 本 体 部 の 内 層 部  
の 下 端 面 と 接 す る よ う に 配 設 さ れ る 非 粘 着 性 の 保 持 部 材 と を 備 え 、 前 記 内 層 部 は 、 内 部 に  
前 記 仮 根 の 太 さ 寸 法 と 同 等 以 上 の 開 口 寸 法 の 空 隙 を 有 し て 前 記 仮 根 を 挿 入 さ せ る 網 目 構 造  
を 備 え 、 前 記 空 隙 は 、 当 該 空 隙 内 に 挿 入 さ れ た 仮 根 が 前 記 内 層 部 の 下 端 面 か ら 突 出 す る よ  
う に 、 上 下 端 面 間 で 連 通 さ せ 、 前 記 内 層 部 の 下 端 面 か ら 突 き 出 た 仮 根 の 先 端 を 、 非 粘 着 状  
態 の 前 記 内 層 部 と 前 記 保 持 部 材 の 間 に 回 り 込 ま せ て 挟 持 す る こ と を 特 徴 と し て い る 。
こ の 植 生 シ ー ト に お い て は 、 表 層 部 に 敷 設 さ れ た ス ナ ゴ ケ 成 苗 の 仮 根 が 、 内 層 部 が 備 え る  
網 目 構 造 （ よ り 具 体 的 に は 、 網 目 構 造 を 形 成 す る 空 隙 ） に 入 り 込 み な が ら 伸 長 す る た め 、  
表 層 部 に 仮 根 が 絡 み 合 っ て 結 合 す る だ け の 場 合 に 比 べ 、 ス ナ ゴ ケ 成 苗 の 植 生 シ ー ト へ の 結  
合 力 を さ ら に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 さ ら に 、 ス ナ ゴ ケ の 仮 根 の 枝 状 部 分 は そ の 先 端 方  
向 に 向 け て 上 向 き （ 斜 め 上 向 き ） に な る 性 質 を 有 す る の で 、 こ の 性 質 を 利 用 し て 、 こ の 仮  
根 の 枝 状 部 分 は 前 記 内 層 部 の 空 隙 に 斜 め 上 向 き に 挿 入 し て い く の で 、 ス ナ ゴ ケ を 引 き 抜 く  
際 の 引 張 強 度 を さ ら に 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 特 徴 に 加 え 、 前 記 表 層 部 に １ ５ ０ な い し １ ８ ０ ｇ ／ ｍ ２ の 量 （ 密 度  
） で ス ナ ゴ ケ 成 苗 を 敷 設 す る よ う に 構 成 し て も よ い 。
敷 設 す る ス ナ ゴ ケ 成 苗 の 量 （ 密 度 ） を 当 該 数 値 範 囲 に 限 定 す る こ と で 、 ス ナ ゴ ケ 成 苗 の 適  
正 な 栽 培 を 可 能 に し 、 ま た ス ナ ゴ ケ 成 苗 が 均 一 で 隙 間 な く 成 長 す る こ と が 可 能 に な り 、 美  
観 に も 優 れ た 植 生 シ ー ト を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
  さ ら に 、 本 発 明 は 、 上 記 特 徴 に 加 え 、 前 記 保 持 部 材 は 、 前 記 ス ナ ゴ ケ 成 苗 の 仮 根 が 入 り  
込 ま な い 細 か い 目 の 不 織 布 で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
  ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 特 徴 に 加 え 、 前 記 保 持 部 材 は 、 内 部 に 水 分 を 貯 蔵 す る 湿 潤 部 材 で  
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構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 特 徴 に 加 え 、 前 記 表 層 部 は 、 前 記 内 層 部 を 構 成 す る 繊 維 の 表 面 の 起  
毛 部 分 に よ っ て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
こ の よ う な 構 成 を 有 す る こ と で 、 植 生 シ ー ト の 表 層 部 に お い て 、 ス ナ ゴ ケ 成 苗 の 仮 根 と 前  
記 繊 維 と が 絡 み 合 い 易 く な り 、 植 生 シ ー ト に 対 す る ス ナ ゴ ケ 成 苗 の 結 合 力 を よ り 向 上 さ せ  
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
さ ら に 、 本 発 明 は 、 上 記 特 徴 に 加 え 、 前 記 内 層 部 は 、 ポ リ エ ス テ ル 製 ま た は ポ リ プ ロ ピ レ  
ン 製 の 繊 維 か ら な る 不 織 布 に よ っ て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
ポ リ エ ス テ ル 製 ま た は ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 の 繊 維 か ら な る 不 織 布 は 、 ス ナ ゴ ケ の 仮 根 と の 親  
和 性 に 優 れ 、 ま た 、 吸 水 量 ・ 保 水 量 ・ 透 水 性 ・ 耐 久 性 の 面 で 優 れ て い る た め 、 ス ナ ゴ ケ 成  
苗 を 短 期 間 で 所 定 の 大 き さ に 成 長 さ せ る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
本 発 明 に 係 る 植 生 シ ー ト に お い て は 、 ス ナ ゴ ケ の 仮 根 が 植 生 シ ー ト の 内 層 部 を 構 成 す る 網  
目 構 造 に 挿 入 さ れ る 構 成 で あ り 、 且 つ こ の 仮 根 の 枝 状 部 分 の 先 端 側 が 上 向 き （ 斜 め 上 向 き  
） に な る 性 質 を 利 用 す る こ と で 、 ス ナ ゴ ケ 成 苗 の 植 生 シ ー ト へ の 結 合 力 が 強 く な る 。 し た  
が っ て 、 本 発 明 に 係 る 植 生 シ ー ト を 用 い る こ と で 、 急 斜 面 や 、 強 風 ま た は 雨 が あ た る 過 酷  
な 環 境 下 に お い て も 、 ス ナ ゴ ケ 成 苗 を 安 定 し た 状 態 で 栽 培 す る こ と が で き る よ う に な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ７ 】
【 図 １ 】 植 生 シ ー ト １ － １ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 １ 本 の ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ を 示 す 概 要 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 植 生 シ ー ト １ － ２ の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 植 生 シ ー ト １ － ２ の 要 部 拡 大 断 面 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ８ 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
は じ め に 、 本 発 明 の 第 １ の 実 施 の 形 態 に 係 る 植 生 シ ー ト １ － １ の 構 成 に つ い て 、 図 １ 、 図  
２ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
植 生 シ ー ト １ － １ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 表 層 部 １ ０ と 内 層 部 ２ ０ と か ら 形 成 さ れ る 本 体  
部 ２ と 、 表 層 部 １ ０ に 敷 設 さ れ た ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ と を 具 備 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
本 体 部 ２ は 、 例 え ば 、 厚 み が ２ ． ０ ～ ３ ． ０ ｍ ｍ の 目 の 粗 い 不 織 布 か ら 形 成 さ れ て い る 。  
こ の 不 織 布 は 、 例 え ば 、 ポ リ エ ス テ ル 製 ま た は ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 の 繊 維 Ｓ か ら な り 、 ニ ー  
ド ル パ ン チ カ ー ペ ッ ト 状 に 成 形 さ れ た も の で あ る 。 そ し て こ の 不 織 布 は 、 乾 燥 時 の 密 度 が  
３ ０ ｍ ｇ ／ ｃ ｍ ２ で あ り 、 吸 水 時 の 密 度 が ２ ０ ０ ～ ２ ５ ０ ｍ ｇ ／ ｃ ｍ ２ で あ る 。
な お 、 不 織 布 を 形 成 す る 繊 維 Ｓ は 、 ポ リ エ ス テ ル 製 ま た は ポ リ プ ロ ピ レ ン 製 の 繊 維 に 限 定  
さ れ る わ け で は な く 、 例 え ば 、 紙 類 、 綿 類 、 毛 糸 類 、 タ オ ル 類 、 ヤ シ 繊 維 類 等 、 他 の 種 々  
の 材 質 、 製 法 か ら な る 繊 維 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 本 体 部 ２ を 形 成 す る 不 織 布 は 、 表 面 が 樹 脂 等 で コ ー テ ィ ン グ さ れ て い な い も の が 、  
ス ナ ゴ ケ の 仮 根 と の 親 和 性 や 、 吸 水 量 ・ 保 水 量 ・ 透 水 性 ・ 耐 久 性 の 面 か ら 望 ま し い 。 植 生  
シ ー ト の 色 は 、 栽 培 中 に 避 け ら れ な い 一 部 の 藻 類 の 繁 茂 を 美 観 上 目 立 た な く す る た め に 、  
ま た 、 ス ナ ゴ ケ の 吸 水 時 に お け る 緑 色 を 際 立 た せ る た め に 、 黒 色 が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
本 体 部 ２ を 構 成 す る 表 層 部 １ ０ は 、 こ の 本 体 部 ２ を 構 成 す る 不 織 布 の 表 面 の 繊 維 Ｓ を 所 定  
の 高 さ （ 厚 さ ） で 起 毛 す る こ と で 構 成 さ れ て い る 。 即 ち こ の 起 毛 部 分 が 表 層 部 １ ０ と な る  
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。 こ の 起 毛 し た 繊 維 Ｓ に 、 後 述 す る ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ の 仮 根 ３ ０ ａ 発 生 前 の 栽 培 初 期 の 種  
苔 に お け る 茎 葉 体 ３ ０ ｂ が 引 っ か か る こ と で 、 ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ の 種 苔 の 回 転 ・ 移 動 が 抑  
制 さ れ る 。 ま た 、 ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ が 成 長 す る こ と で 伸 長 し た 仮 根 ３ ０ ａ が こ の 起 毛 し た  
繊 維 Ｓ に 絡 む こ と で 、 表 層 部 １ ０ と ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ と が 結 合 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
表 層 部 １ ０ と と も に 本 体 部 ２ を 構 成 す る 内 層 部 ２ ０ は 、 目 の 粗 い 網 目 構 造 か ら な る 。 こ の  
網 目 構 造 は 、 不 織 布 か ら な る 繊 維 Ｓ が 絡 み 合 う こ と で 形 成 さ れ た も の で あ る 。 繊 維 Ｓ と 繊  
維 Ｓ と の 間 に 形 成 さ れ る 空 隙 は 、 例 え ば 、 ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ の 仮 根 ３ ０ ａ の 太 さ 寸 法 と 同  
等 以 上 の 開 口 寸 法 を 持 つ 。 こ の 空 隙 に 、 ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ が 成 長 す る 過 程 で 伸 長 す る 仮 根  
３ ０ ａ が 入 り 込 む こ と で 、 内 層 部 ２ ０ に ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ が 絡 み 合 っ て 結 合 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
こ こ で 、 仮 根 ３ ０ ａ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 略 水 平 方 向 に 広 が る よ う に 伸 び る 枝 状 部 分 ３  
０ ｃ を 有 し 、 こ の 枝 状 部 分 ３ ０ ｃ は そ の 先 端 方 向 に 向 か っ て 上 向 き （ 斜 め 上 向 き ） に 伸 長  
す る 。 こ の 枝 状 部 分 ３ ０ ｃ は 、 先 端 方 向 に 向 か っ て 内 層 部 ２ ０ 内 の 空 隙 に 斜 め 上 向 き に 入  
り 込 む こ と で 楔 の よ う に 機 能 し 、 内 層 部 ２ ０ の 網 目 構 造 か ら ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ が 抜 け 出 る  
こ と を 効 果 的 に 抑 制 す る 。 さ ら に 言 え ば 、 本 願 発 明 者 は 、 ス ナ ゴ ケ の 仮 根 ３ ０ ａ の 枝 状 部  
分 ３ ０ ｃ が そ の 先 端 方 向 に 向 か っ て 斜 め 上 向 き に 伸 長 す る と い う 特 性 に 着 目 す る こ と で 、  
こ の 性 質 を 利 用 し 、 内 層 部 ２ ０ を 、 こ の 仮 根 ３ ０ ａ の 枝 状 部 分 ３ ０ ｃ が 斜 め 上 向 き に 伸 長  
で き る 網 目 構 造 に す る こ と を 創 作 し た の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 体 部 ２ の 表 層 部 １ ０ に 敷 設 さ れ る ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ は 、 ス ナ ゴ ケ の 種 苔 、 ま た は こ れ が  
成 長 し た も の で あ る 。 こ こ で 、 ス ナ ゴ ケ の 特 徴 お よ び 生 態 に つ い て 詳 述 す る と 、 ス ナ ゴ ケ  
は 、 ギ ボ ウ シ ゴ ケ 科 シ モ フ リ ゴ ケ 属 に 属 す る 蘚 類 で あ り 、 乾 燥 に 強 く 、 無 潅 水 状 態 で は 仮  
死 状 態 と な っ て ３ か 月 程 度 は 雨 が な く て も 生 存 す る こ と が で き 、 ま た 、 直 射 日 光 に 強 く 、  
乾 燥 状 態 で は ほ ぼ ６ ０ ℃ ほ ど の 熱 に 耐 え る こ と が で き る と い っ た 特 徴 を 有 す る 。 こ の た め  
、 ス ナ ゴ ケ は 、 屋 上 ・ 庭 園 な ど 、 広 い 範 囲 で 育 成 す る こ と が 可 能 で あ り 、 ま た 、 小 型 の 常  
緑 植 物 で あ る た め 、 枯 葉 な ど が 存 在 せ ず 、 年 間 を 通 じ て 緑 色 が 楽 し め 、 さ ら に 、 植 生 の 生  
育 に 土 壌 を 必 要 と し な い こ と か ら ご み や 土 壌 の 流 出 が な く 、 イ ン テ リ ア と し て 活 用 す る こ  
と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ス ナ ゴ ケ （ 本 発 明 に お け る ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ ） は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 光 合 成 を 担 う 茎 葉  
体 部 分 （ 茎 葉 体 ３ ０ ｂ ） と 培 土 定 着 を 担 う 原 糸 体 部 分 と か ら 主 に 構 成 さ れ て お り 、 こ の 原  
糸 体 が 培 土 定 着 の 為 に 発 達 し た も の を 特 に 仮 根 （ 仮 根 ３ ０ ａ ） と 称 す る 。 仮 根 ３ ０ ａ は 、  
播 種 後 の 種 苔 茎 葉 体 ３ ０ ｂ よ り 下 方 に 自 然 発 生 し 、 培 土 粒 子 の 表 面 に 伸 長 し て 培 土 粒 子 を  
掴 む こ と に よ っ て 培 土 に 定 着 す る 。 仮 根 ３ ０ ａ は 、 そ の １ 本 あ た り の 定 着 力 は 脆 弱 で あ る  
が 、 周 辺 の 種 苔 の 茎 葉 体 ３ ０ ｂ か ら 伸 長 し た も の 同 士 が ネ ッ ト ワ ー ク を 形 成 し 、 こ れ に よ  
っ て 支 持 体 と し て 機 能 す る 。 ま た 、 仮 根 ３ ０ ａ の 表 面 （ 外 周 面 ） か ら は 、 前 述 し た よ う に  
、 枝 状 部 分 ３ ０ ｃ が そ の 先 端 方 向 に 向 か っ て 斜 め 上 向 き に 伸 長 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
本 実 施 の 形 態 で 敷 設 さ れ る ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ は 、 １ ｍ ２ 当 た り 乾 燥 重 量 （ 吸 水 率 １ ０ ％ 程  
度 で ） １ ５ ０ ～ １ ８ ０ ｇ が 好 適 で あ る 。 た だ し 、 特 に 美 観 を 優 先 す る 場 合 や 新 た な 栽 培 用  
の 種 苔 を 獲 得 す る 場 合 は 、 １ ｍ ２ あ た り １ ８ ０ ｇ が 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 植 生 シ ー ト １ － １ を 用 い た ス ナ ゴ ケ （ ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ ） の 栽 培  
方 法 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
は じ め に 、 本 体 部 ２ を 一 定 形 状 の 型 枠 に 沿 っ て 切 断 し 、 こ れ を 型 枠 に 入 れ 、 さ ら に そ の 上  
か ら 長 さ １ ～ ２ ｃ ｍ の ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ を ふ る い な ど に よ っ て 敷 設 す る 。 こ の と き 、 植 生  
シ ー ト の 表 層 部 １ ０ 上 で ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ が 均 一 に 分 布 す る よ う に 、 指 で ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３  
０ の 位 置 を 調 整 し て も 良 い 。
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【 ０ ０ ３ ０ 】
ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ を 敷 設 し た 植 生 シ ー ト １ － １ を 入 れ た 型 枠 を 必 要 な 数 だ け 作 成 し た 後 、  
こ れ ら 型 枠 を 露 天 圃 場 に 並 べ る 。 こ の と き 、 型 枠 の 飛 散 、 植 生 シ ー ト １ の 飛 散 、 ス ナ ゴ ケ  
成 苗 ３ ０ の 飛 散 及 び 偏 り を 防 止 す る た め に 、 編 み 込 み 間 隔 ５ ｍ ｍ ～ １ ０ ｍ ｍ の 飛 散 防 止 ネ  
ッ ト で 型 枠 ご と 被 覆 し 、 飛 散 防 止 ネ ッ ト を 杭 で 固 定 し て も 良 い 。 ま た 、 栽 培 初 期 の １ ～ ３  
か 月 は 、 ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ の 仮 根 ３ ０ ａ の 、 表 層 部 １ ０ へ の 活 着 を 促 す た め 、 遮 光 率 ３ ０  
～ ５ ０ ％ で 被 覆 を 行 っ て も 良 い 。 圃 場 に お け る 潅 水 管 理 は 、 加 湿 に よ る 腐 敗 や 高 温 時 の 水  
や け 現 象 を 予 防 す る た め に 、 原 則 と し て 雨 水 に 任 せ る こ と が 望 ま し い が 、 温 度 管 理 が 適 切  
に 行 え る 状 態 で あ れ ば 、 潅 水 を 実 施 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ が 生 育 す る 過 程 で 、 仮 根 ３ ０ ａ は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 表 層 部 １ ０ の 下  
方 に 位 置 す る 内 層 部 ２ ０ が 備 え る 網 目 構 造 の 繊 維 Ｓ と 絡 み 合 い な が ら そ の 空 隙 中 を 伸 長 し  
て い く 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に 係 る 植 生 シ ー ト １ － １ に お い て は 、 不 織 布 か ら な る  
本 体 部 ２ を 形 成 す る 繊 維 Ｓ と 表 層 部 １ ０ に 敷 設 さ れ た ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ の 仮 根 ３ ０ ａ と が  
、 表 層 部 １ ０ に お い て 速 や か に 絡 み 合 っ た 後 、 内 層 部 ２ ０ に 入 り 込 み 、 斜 め 上 向 き と な る  
仮 根 ３ ０ ａ の 枝 状 部 分 ３ ０ ｃ に よ っ て 、 内 層 部 ２ ０ の 網 目 構 造 に 強 固 に 絡 み 合 う こ と に な  
る 。 こ の た め 、 植 生 シ ー ト １ に お け る ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ の 結 合 力 は 、 内 層 部 ２ ０ を 備 え な  
い 特 許 文 献 １ に 記 載 の 植 生 シ ー ト に 比 べ て 格 段 に 大 き く な り 、 本 体 部 ２ と ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３  
０ と の 一 体 性 が 高 ま る 。 こ の よ う な 植 生 シ ー ト １ を 用 い れ ば 、 急 斜 面 や 、 強 風 ま た は 雨 が  
あ た る 過 酷 な 環 境 下 に お い て も 、 ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ が 本 体 部 ２ か ら 滑 り 落 ち る こ と な く 、  
ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ を 安 定 し た 状 態 で 栽 培 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
更 に 、 表 層 部 １ ０ が 起 毛 す る 構 成 な の で 、 ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ か ら 仮 根 ３ ０ ａ が 発 生 す る 前  
の 栽 培 初 期 時 で あ っ て も 、 茎 葉 体 ３ ０ ｂ が 起 毛 し た 繊 維 Ｓ に 引 っ か か る こ と で 、 ス ナ ゴ ケ  
成 苗 ３ ０ の 回 転 ・ 移 動 が 抑 制 さ れ て 仮 根 発 達 に 遅 延 を 生 じ さ せ な い 。 こ の た め 、 特 別 な 設  
備 を 要 し な い 通 常 の 圃 場 栽 培 に よ っ て も 、 例 え ば １ 年 ～ １ ． ５ 年 程 度 で ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０  
を 所 定 の 大 き さ （ 茎 葉 体 ３ ０ ｂ が ２ ｃ ｍ 程 度 ） に 成 長 さ せ る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、  
本 発 明 に 係 る 植 生 シ ー ト １ を 用 い れ ば 、 従 来 の ス ナ ゴ ケ 植 生 に 要 し て い た 期 間 （ 通 常 ２ ～  
３ 年 程 度 ） を 短 縮 す る が で き 、 ま た 、 安 定 供 給 も 可 能 に な る 。 こ の 結 果 、 天 然 の ス ナ ゴ ケ  
を 採 取 す る 必 要 性 が 低 減 し 、 天 然 資 材 の 枯 渇 問 題 も 解 消 さ れ る 。 加 え て 、 栽 培 に 土 を 使 用  
し な い こ と か ら 、 海 外 輸 出 時 の 障 害 と な る 土 壌 付 着 の 問 題 を 解 消 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
こ の よ う に 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る 植 生 シ ー ト １ － １ を 用 い れ ば 、 従 来 の ス ナ ゴ ケ を  
用 い た 緑 化 事 業 が 抱 え る 種 々 の 問 題 を 一 度 に 解 消 す る こ と が で き 、 こ の 結 果 、 ス ナ ゴ ケ の  
普 及 促 進 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る ス ナ ゴ ケ 植 生 シ ー ト １ － １ は 、 そ れ 単 体 で ス ナ ゴ ケ の 健  
全 な 生 育 と 固 定 に 必 要 な 条 件 を 満 た し て い る 。 こ の た め 、 植 生 シ ー ト １ － １ を 用 い て 栽 培  
さ れ た ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ は 、 一 般 人 な ど に 提 供 さ れ た 後 の 維 持 管 理 に 専 門 的 知 識 や 養 生 に  
お け る 期 間 を 特 に 必 要 と し な い 。 例 え ば 潅 水 は 一 般 人 で も 行 え 、 土 壌 の 流 出 や ス ナ ゴ ケ 成  
苗 ３ ０ の 本 体 部 ２ か ら の 離 脱 な ど は 管 理 す る 必 要 が な い 。 ま た 本 植 生 シ ー ト １ － １ は 、 す  
で に ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ が 本 体 部 ２ に 活 着 済 み で あ っ て 且 つ 本 体 部 ２ に ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ が  
強 固 に 固 着 さ れ て い る こ と と 、 本 体 部 ２ は 不 織 布 製 （ さ ら に は ニ ー ド ル パ ン チ カ ー ペ ッ ト  
状 に 成 形 さ れ た も の ） で あ っ て 切 断 加 工 が 容 易 で あ る こ と か ら 、 一 般 人 向 け に 、 例 え ば ３  
． ３ ｍ ２ 程 度 の 面 積 の 箱 庭 な ど の エ ク ス テ リ ア 商 品 と し て ス ナ ゴ ケ を 提 供 す る こ と が 可 能  
に な り 、 ま た 一 般 人 が 植 生 シ ー ト １ － １ を 所 望 の 形 状 や 大 き さ に 加 工 し て 利 用 す る こ と も  
容 易 に 行 え る よ う に な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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本 発 明 の 第 ２ の 実 施 の 形 態 に 係 る 植 生 シ ー ト １ － ２ と し て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 内 層 部 ２  
０ の 下 端 面 ２ １ （ 本 体 部 ２ の 下 端 面 ） と 接 す る よ う に 、 保 持 部 材 ４ ０ を 配 設 し て も よ い 。  
保 持 部 材 ４ ０ は 、 こ の 例 で は 目 の 細 か い 不 織 布 類 を 用 い て い る が 、 そ れ 以 外 の 、 例 え ば 、  
樹 脂 、 金 属 、 紙 、 木 材 等 の 各 種 材 料 か ら な る 板 材 を 用 い て も よ い 。 保 持 部 材 ４ ０ に は ス ナ  
ゴ ケ 成 苗 ３ ０ の 仮 根 ３ ０ ａ が 入 り 込 む 隙 間 は 設 け て い な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
こ の 実 施 形 態 に よ れ ば 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 内 層 部 ２ ０ の 下 端 面 ２ １ か ら 突 き 出 て 伸 長 す  
る ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ の 仮 根 ３ ０ a は 、 保 持 部 材 ４ ０ の 内 部 に 入 り 込 む こ と な く 、 内 層 部 ２ ０  
の 下 端 面 ２ １ と 保 持 部 材 ４ ０ の 上 端 面 ４ ０ a と の 間 に 挟 持 さ れ る こ と に な る 。 こ の よ う に 、  
第 ２ の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ は 、 表 層 部 １ ０ お よ び 内 層 部 ２ ０ の 内 部 の  
み な ら ず 、 内 層 部 ２ ０ の 下 端 面 ２ １ （ 本 体 部 ２ の 下 端 面 ） に お い て も 固 定 さ れ 、 前 記 第 １  
の 実 施 の 形 態 よ り も さ ら に 強 く 本 体 部 ２ と 結 合 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
な お 、 保 持 部 材 ４ ０ を 備 え な い 植 生 シ ー ト １ － １ で あ っ て も 、 こ れ を 庭 等 に 載 置 し て 使 用  
す る 場 合 に は 、 庭 の 地 面 な ど が 保 持 部 材 ４ ０ と 同 等 の 機 能 を 果 た す こ と に な る 。 ま た 、 保  
持 部 材 ４ ０ を 備 え な い 植 生 シ ー ト １ － １ を 壁 に 貼 り 付 け て 使 用 す る 場 合 に は 、 壁 が 保 持 部  
材 ４ ０ と 同 等 の 機 能 を 果 た し 、 さ ら に 、 保 持 部 材 ４ ０ を 備 え な い 植 生 シ ー ト １ － １ を 額 に  
入 れ て 使 用 す る 場 合 に は 、 額 材 が 保 持 部 材 ４ ０ と 同 等 の 機 能 を 果 た す こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 本 体 部 ２ と ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ と の 結 合 を よ り 強 固 な も の と す る た め に 、 接 着 シ ー ト  
か ら 形 成 さ れ た 保 持 部 材 ４ ０ を 用 い て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
ま た 、 上 記 保 持 部 材 ４ ０ と し て 、 所 定 量 の 水 分 を 吸 収 し て 当 該 水 分 を 内 部 に 貯 蔵 す る こ と  
の で き る 湿 潤 材 料 、 例 え ば 、 繊 維 が 高 密 で 絡 み 合 う 目 の 細 か い 上 記 不 織 布 の 他 に 、 吸 水 性  
ポ リ マ ー な ど を 用 い て も よ い 。 こ れ に よ っ て ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ に 対 し て 水 分 を 長 期 間 に わ  
た っ て 補 給 す る こ と が で き （ ま た は 水 や り 回 数 の 削 減 化 が 図 れ ） 、 ス ナ ゴ ケ 成 苗 ３ ０ の 生  
育 環 境 を 好 適 に で き 、 ま た そ の 管 理 の 簡 易 化 を 図 る こ と が で き る 。 ま た 湿 潤 性 に 問 題 の あ  
る 非 常 に 乾 燥 し た 環 境 下 に あ っ て も 、 安 定 し た 状 態 で ス ナ ゴ ケ 成 苗 を 栽 培 す る こ と が で き  
、 ま た 、 ス ナ ゴ ケ の 成 長 状 態 に 合 わ せ て 湿 潤 性 を 容 易 に 調 整 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
ま た 、 上 記 保 持 部 材 ４ ０ は 、 内 層 部 ２ ０ に 着 脱 可 能 に 連 結 す る 構 造 と し て も よ い 。 両 者 を  
連 結 す る 構 造 の 一 例 と し て は 、 例 え ば 対 向 す る ２ つ の 面 （ す な わ ち 、 内 層 部 ２ ０ の 下 端 面  
２ １ と 保 持 部 材 ４ ０ の 上 端 面 ４ ０ ａ ） に 、 面 フ ァ ス ナ ー 等 の 一 対 の 係 合 要 素 を そ れ ぞ れ 配  
設 し 、 着 脱 自 在 に 結 合 す る な ど で あ る 。 保 持 部 材 ４ ０ を 着 脱 自 在 と し て お け ば 、 内 層 部 ２  
０ に 連 結 し て お い た 保 持 部 材 ４ ０ を 取 り 外 し て 出 荷 す る こ と も 容 易 に 行 え る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
以 上 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 し た が 、 本 発 明 は 前 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は  
な く 、 特 許 請 求 の 範 囲 、 明 細 書 お よ び 図 面 に 記 載 さ れ た 技 術 的 思 想 の 範 囲 内 に お い て 種 々  
の 変 形 が 可 能 で あ る 。 な お 直 接 明 細 書 お よ び 図 面 に 記 載 が な い 何 れ の 構 成 で あ っ て も 、 本  
発 明 の 作 用 ・ 効 果 を 奏 す る 以 上 、 本 発 明 の 技 術 的 思 想 の 範 囲 内 で あ る 。 例 え ば 、 上 記 実 施  
形 態 で は 、 不 織 布 か ら な る 内 層 部 の 上 面 側 に 起 毛 か ら な る 表 層 部 を 形 成 し た が 、 さ ら に 内  
層 部 の 下 面 側 に も 起 毛 か ら な る 層 を 形 成 し て も よ い 。 こ の よ う に 構 成 す れ ば 、 内 層 部 の 下  
端 面 か ら 突 出 し た 仮 根 の 先 端 側 部 分 に も 起 毛 が 絡 み 合 い 、 植 生 シ ー ト に 対 す る ス ナ ゴ ケ 成  
苗 の 結 合 力 を さ ら に 高 め る こ と が で き る 。 ま た 、 前 記 記 載 お よ び 各 図 で 示 し た 実 施 の 形 態  
は 、 そ の 目 的 お よ び 構 成 等 に 矛 盾 が な い 限 り 、 互 い の 記 載 内 容 を 組 み 合 わ せ る こ と が 可 能  
で あ る 。 ま た 、 前 記 記 載 お よ び 各 図 の 記 載 内 容 は 、 そ の 一 部 で あ っ て も 、 そ れ ぞ れ 独 立 し  
た 実 施 の 形 態 に な り 得 る も の で あ り 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 は 前 記 記 載 お よ び 各 図 を 組 み 合  
わ せ た 一 つ の 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
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１ － １ ， １ － ２ ， １ － ３   植 生 シ ー ト
２   本 体 部
１ ０   表 層 部
２ ０   内 層 部
２ １   下 端 面
Ｓ   繊 維
３ ０   ス ナ ゴ ケ 成 苗
３ ０ ａ   仮 根
３ ０ ｂ   茎 葉 体
４ ０   保 持 部 材
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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